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っ
て

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
代
表
　
内
　
田
　
修
　
遭

私
た
ち
が

『
川
崎
警
察
署
文
書

』
の
解
読
を
始
め
た
の
は

一
九
八
六
年
九
月

の
例
会
か
ら
で
す
。
参
加
者

一
人

一
人
が
輸
番
で

一
定
量
の
解
読
作
業
を
担
当

し
、
そ
の
原
稿
を
例
会
に
持
ち
寄
り
、
参
加
者
全
員
が
交
替
で
原
文
（
コ
ピ
ー
）

を
読
み
上
げ
、
原
稿
と
対
照
す
る
作
業
を
続
け
ま
し
た
。
終
了
し
た
の
は
八
九

年
七
月
、
毎
月

一
回
都
合
二
九
回
に
わ
た
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
問
題
と
な

っ
た

の
は
、
日
頃
学
習
会
の
成
果
を
会
報
を
通
じ
て
し
か
得
ら
れ
な
い
会
員
諸
氏
の

も
と
に
、
解
読
さ
れ
た

『
川
崎
警
察
署
文
書

』
を
ど
の
よ
う
な
形
で
届
け
る
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
年
報
の
特
集
に
す
る
と
決
ま

っ
た
の
は
九
〇
年
六
月
の

例
会
で
あ
り
、
そ
の
日
か
ら
原
稿
整
理
を
は
じ
め
、
七
月
入
稿
と
い
う
慌
た
だ

し
い
ス
ケ
シ

ュ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

「
川
崎
警
察
署
文
書

』
は
、
明
治
政
府
が
上
か
ら
遂
行
し
た
地
方

「
自
治
」

制
＝
町
村
制
、
そ
の
理
想
と
し
た
町
村
像
と
懸
け
離
れ
た
状
況
を
赤
裸
々
に
語

っ
て
い
ま
す
。
や
が
て
道
路
　
鉄
道
を
待
望
す
る
人
間
像
を
街
彿
さ
せ
る
、
地

域
利
害
を
め
ぐ

っ
て
行
動
す
る
町
村
民
。

「
利
殖
」
型
村
長
の
登
場
。
近
世
的

和
解
手
段
に
た
よ
り
、
調
停
に
奔
走
す
る
部
長
。
堤
防
の
破
壊
を
扇
動
す
る
県

属
。
総
じ
て
混
乱
す
る
行
政
を
批
判
す
る
法
知
識
豊
か
な
警
部
。
新
し
い
地

域
の
動
向
を
理
解
で
き
な
い
活
動
家
＝
壮
士
。
衆
議
院
議
員
選
挙
に
積
極
的
な

政
党
と
受
身
の
選
挙
民
等
々
。
興
味
の
尽
き
な
い
本
史
料
の
積
極
的
な
活
用
を

望
む
次
第
で
す
。

こ
の
特
集
が
会
員
諸
氏
の
手
元
に
届
く
の
は
九

一
年

一
月
二
七
日
の
総
会
で

す
。
奇
し
く
も

『
川
崎
警
察
署
文
書

』
が
作
製
さ
れ
た

一
八
九
〇
年
か
ら
ち
ょ

う
ど
百
年
に
あ
た
り
、
ま
た
、
本
会
の
発
足
の
契
機
と
な

っ
た
第

一
回
自
由
民

権
百
年
記
念
全
国
集
会
が
横
浜
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
か
ら

一
〇
年
に
な
り
ま

す
。
こ
の
特
集
は
、
な
に
よ
り
も
参
加
者
全
員
に
よ
る
史
料
の
解
読
＝
読
合
せ

解
釈
　
史
料
の
背
景
の
検
討
↓
研
究
史
の
検
討
↓
フ
ィ
ー
ル
ド

・
ワ
ー
ク
と
い

う
本
会
の
学
習
活
動
の
方
法
が
生
み
だ
し
た
も
の
で
す
。
本
会
に
と

っ
て
ま
さ

に
節
目
に
相
応
し
い
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

凡

傾」

『
京
浜
歴
科
研
年
報

』
第
五
号
は

「
川
崎
警
察
署
文
書
」
の
全
文

を
収
録
し
た
。

史
料
の
配
列
は
原
史
料
と
同
様
に
し
、
便
宜
上
、
史
料
の
区
切
り

に
従

っ
て

一
連
番
号

（
【
算
用
数
字

】
）
を
附
し
た
。

各
史
料
は
で
き
る
だ
け
原
史
料
の
形
態
を
残
す
よ
う
に
努
め
た
が
、

編
集
の
都
合
上
以
下
の
原
則
に
従

っ
て
校
訂
し
た
。

（
一
）
旧
漢
字
　
異
体
字
な
ど
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
た
。

但
し
、
人
名
は
原
態
通
り
と
し
た
。

合
字
は
原
則
と
し
て
片
仮
名
で
表
記
し
た
。

術
字
は
原
態
通
り
と
し

（
マ
マ
）
を
付
し
た
。

濁
点
は
原
態
通
り
と
し
た
。

近
世
で
常
用
さ
れ
て
い
る
宛
字
は
原
態
通
り
と
し
た
。

複
写
の
不
明
箇
所
、
或
は
破
損
で
判
読
不
能
の
箇
所
は
、
字

数
が
判
る
も
の
は
□
で
、
判
ら
な
い
も
の
は
国
　

］
で
そ
の

状
態
を
示
し
た
。

（
七
）
誤
字
は

（
マ
マ
）
を
付
す
か
、
訂
正

（
「
」
）
し
た
。
ま
た

不
明
の
場
合
は

（
「
　
」
力
）
と
し
た
。
但
し
、　
一
文
書
初

出
の
み
。

（
八
）
挿
入
箇
所
は
史
料
の
な
か
に
そ
の
ま
ま
組
み
入
れ
た
。

（九
）
抹
消
箇
所
は

〔
　

〕
で
示
し
、
判
読
不
可
能
の
部
分
は

〔
□

〕
Ｆ
不
し
た
。

（十
）
欄
外
注
記
は
当
該
箇
所
に
＊
を
附
し
、
改
行
し
て
示
し
た
。

（十
）

朱
筆
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
。
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